
ふぐの処理等の規制に関する条例の概要について

条例の概要

1 販売の禁止等
の規定

2 認定制度
（ふぐ処理者免
許）

3 ふぐ処理者の
遵守事項

4 行政処分・
罰則

5 ふぐ処理者
試験

6 報告の徴収，
臨検検査等

7 手数料

8 既存の
ふぐ取扱者の
免許の特例

認定方法（第5条第1号）
・試験の合格
・合格証等とともに申請した者を「ふぐ処理
者」として登録し，免許証を交付
・他の自治体の免許等を受けている者で，国が
示す認定基準を満たしている場合は，試験合格
者と同等に扱う

認定対象 （第2条第2号）
・ふぐを処理する者→「ふぐ処理者」
：ふぐの種類の鑑別に関する知識及び有毒部位
を除去する技術等を有する者として知事の免許
を受けたもの

免許の取消し等（第16条）
・免許の取消し命令
：不正に免許を取得したことが判明したとき，他
自治体において免許等を取り消されたとき等

・免許の取消し又は従事停止命令
：ふぐ処理者の遵守事項に違反したとき，ふぐの
処理に係る食中毒等を発生させたとき等

絶対的欠格事項（第6条）
・免許の取消処分を受けた後1年を経過しない者
・他都道府県等の免許取得者のうち，当該免許の
取消処分を受けた後1年を経過しない者

相対的欠格事項（第7条）
・麻薬，あへん，大麻又は覚醒剤の中毒者
・心身の障害によりふぐ処理者の業務を適正に行
えない者
・この条例の規定により刑に処せられた者

ふぐ処理者の遵守事項（第15条）
・ふぐ処理施設以外での従事の禁止
・的確な処理に係る遵守事項

凍結する場合の解凍，再凍結の禁止
有毒部位の的確な除去
有毒部位の施錠できる容器等での保管

・免許証の譲渡貸与禁止 等

販売の禁止 （第3条）
・ふぐ処理者が処理※したふぐ又はふぐ処理者の立ち会いの下に処理したふぐ以外は食用としての販売
禁止 （ふぐ処理者や卸売り業者への販売を除く）

処理の制限（第4条）
・ふぐ処理者以外は，業としてのふぐ処理への従事を禁止 （ふぐ処理者の立ち会いの下で処理に従事
する場合を除く）

※「処理」とは，ふぐを食用に供する目的で，その有毒部位を除去することをいう

受験資格（第18条）
・義務教育修了者

罰則（第28～31条）
・２年以下の懲役又は50万円以下の罰金

：ふぐ処理者等でない者がふぐを処理したとき等
・１年以下の懲役又は30万円以下の罰金

：免許取消又は従事停止命令に違反した者等
・10万円以下の罰金
：虚偽の報告，臨検検査の拒否等

ふぐ処理者試験 （第17条）
・ふぐ処理者として必要な知識及び技能につい
て試験を実施
・２年に１回以上実施

ふぐ処理者試験委員の設置（第20～24条）
・試験に関する重要事項を審議する
・委員は学識経験者，関係行政機関，県の職員
等から知事が任命

報告の徴取，臨検検査等（第25条）
・知事は，ふぐによる食中毒の防止のため，ふぐ処理者や営業者等から報告を求める他，施設や帳簿等
を検査することができる

手数料（第26条）
・免許申請：5,600円
・免許証の書換え交付：2,800円
・免許証の再交付：3,500円
・試験受験料：33,000円

既存のふぐ取扱者の免許の特例（附則）
・ふぐ取扱者※のうち「調理・加工・販売」区分の者に限っては，ふぐ処理者免許を受けた者とみなす。

※「宮城県ふぐの取扱いに関する指導要綱」（昭和59年8月20日施行）第９の２の規定により
登録されているふぐ取扱者及び「仙台市ふぐの取扱いに関する指導要綱」（昭和59年7月1日
施行）第9の規定により登録されているふぐ取扱者


